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育種学とは、品種改良（栽培植物の遺伝的な改良）についての科学的体系であり、農学の最も重要な分野です。当研究室では、稲の収量（た
くさんとれる）や耐冷性（冷害に強くする）等の形質に係わる遺伝子の作用を研究しておりますが、平行して、実際に品種改良を行っています。
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